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嵐
牛
遺
産
で
一
番
大
事
に
し
た
い
寄
せ
書
き
帖
『
錦
木
』

伊
藤
鋼
一
郎

母
親
が
昔
か
ら
気
を
使
い
、
自
分
な
り
に
読
み
下
し
整
理
を
し
て
い
た
寄
せ
書
き
帖
が

我
が
家
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
嵐
牛
が
俳
諧
で
長
い
間
活
躍
し
た
証
し
で
あ
り
、
我
が
資

料
館
で
も
最
も
大
事
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
資
料
で
す
。
こ
の
度
の
友
の
会
で
は
講
話

・
講
読
と
と
も
に
、
そ
の
現
物
も
見
て
い
た
だ
く
予
定
な
の
で
、
そ
の
概
略
を
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

掛
川
藩
の
お
抱
え
絵
師
の
村
松
以
弘
の
絵
で
、「
俳
諧
の
祖

芭
蕉
翁
の
座
像
」
が
巻
頭

を
飾
っ
て
い
ま
す
。
次
に
は
、
加
賀
金
沢
生
ま
れ
、
当
時
、
京
俳
壇
の
中
心
人
物
だ
っ
た

成
田
蒼

虬
が
、
こ
の
寄
せ
書
き
帖
の
命
名
に
つ
い
て
の
文
章
を
書
い
て
い
ま
す
。「
竹
里

そ
う
き
ゅ
う

が
此
の
帳
を
錦
木
と
な
づ
く
る
は
、
秋
の
梢
の
錦
に
も
あ
ら
ず
。
又
柳
桜
の
は
る
の
錦
に

も
あ
ら
ず
。
こ
は
我
思
ふ
人
の
門
に
た
て
ゝ
、
風
交
を
結
ぶ

媒

の
に
し
き
木
な
り
と
は
、

な
か
だ
ち

し
ほ
ら
し
き
名
に
ぞ
あ
り
け
る
」
と
絶
賛
し
て
い
ま
す
。
同
門
の
竹
里
が
最
初
思
い
立
ち
、

始
め
た
寄
せ
書
き
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
次
は
嵐
牛
の
先
生
で
あ
る
卓
池
の
俳
文
、
発
句
、

南
画
…
…
と
続
き
ま
す
。

東
海
道
筋
で
あ
る
当
家
に
は
大
勢
の
文
人
・
墨
客
が
立
ち
寄
り
、
か
な
り
賑
わ
っ
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
特
に
俳
諧
の
心
得
が
あ
る
者
は
何
泊
も
し
て
歌
仙
を
巻
い
た
よ
う

で
す
。
卓
池
門
の
俳
友
は
も
ち
ろ
ん
で
、
卓
池
門
四
天
王
の
一
人
で
あ
る
塞
馬
は
、
二
週

間
も
の
長
い
間
滞
在
し
、
記
念
の
文
章
と
連
句
を
の
こ
し
て
い
ま
す
。
法
多
山
尊
永
寺
の

思
玄
上
人
や
、
日
坂
の
成
瀬
大
域
等
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
表
紙
、
裏
表
紙
は
共
に
桐
の

薄
い
板
に
、
表
紙
は
春
の
桜
、
裏
表
紙
は
秋
の
錦
木
（
楓
科
の
落
葉
樹
）
の
紅
葉
が
描
き

込
ま
れ
、
村
松
以
弘
の
筆
か
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
嵐
牛
友
の
会
・
会
長
）

『錦木』 満開の桜が描かれた表紙(右)と、

紅葉する錦木が描かれた裏表紙(左)
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柿
園
友
垣
抄
（
十
二
）

─
鳴
滝
の
里
格
と
柿
園
評
月
並

─

加
藤

定
彦

嵐
牛
の
俳
諧
活
動
の
基
盤
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
「
柿
園
評
月
並
」
で
あ
ろ
う
。『
柿
園
嵐
牛
俳

諧
資
料
集
』
の
刊
行
ま
で
に
披
見
出
来
た
同
月
並
の
合
本
は
、

①

岡
崎
（
袋
井
市
）
住
貫
一
・
椿
谷
旧
蔵
、
鈴
木
健
治
氏
現
蔵

②

福
田
（
磐
田
市
）
住
晴
笠
旧
蔵
、
大
竹
裕
一
氏
現
蔵

ふ
く
で

③

下
青
島
（
藤
枝
市
）
住
飯
塚
延
松
旧
蔵
、
故
田
中
明
氏
蔵

④

新
貝
（
磐
田
市
）
住
如
障
旧
蔵
、
故
田
中
明
氏
蔵

な
ど
、
月
並
の
常
連
が
手
元
に
保
管
し
所
持
し
て
い
た
も
の
。

こ
の
四
月
、
寺
田
良
毅
氏
の
講
演
を
拝
聴
し
た
折
、
ご
所
蔵
の
「
柿
園
評
月
並
」
合
本
の
披
見

を
お
願
い
し
、
貸
出
中
の
佐
藤
清
隆
氏
か
ら
複
写
を
送
っ
て
頂
い
た
。
両
氏
に
深
甚
の
謝
意
を
表

し
つ
つ
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
紹
介
し
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
い
。

当
該
合
本
は
、
天
地
を
や
や
裁
っ
た
半
紙
本
で
、
表
紙
に
「
万
延
二
酉
年
／

柿
園
評
月
並
／
遠

発句

州
山
名
郡
浅
羽
庄
／
長
溝
村
／
芦
洲
」、
後
表
紙
に
「
ナ
ガ
ミ
ゾ
／
芦
洲
／
桑
原
治
兵
衛
」
と
墨
書
、

長
溝
（
袋
井
市
）
の
芦
洲
旧
蔵
本
と
判
明
す
る
。
内
容
は
、

１
．
柿
園
評
月
並
正
月
／
未
十
二
月

催
主
四
山
／
杜
逸
／
山
竹

柱
刻
「
申
正
月

一
（
～
二
）」

二
丁

巻
軸

立
は
る
の
何
よ
り
早
し
人
の
う
へ

嵐
牛

「
二
」
裏
ノ
ド
「
去
未
冬
出
題
仕
候
四
季
句
合
句
数
少
く
候
ニ
付
未
延
引
相
成
居
候
」
と

口
上
あ
り
。

２
．
柿
園
評
月
並
如
月
分

催
主
四
山
／
山
竹
／
杜
逸

柱
刻
「
申
二
月

三
」
、「
二
月

四
」

二
丁

巻
軸

き
ゝ
あ
く
や
花
ま
つ
人
の
日
和
占

柿
園

ち
り
出
し
て
盛
定
る
さ
く
ら
哉

３
．
柿
園
評
月
並
五
句
合
／
三
月
分

催
主
四
山
／
山
竹
／
杜
逸

柱
刻
「
三
月

五
（
～
六
）」

二
丁

巻
軸

春
の
野
や
一
里
む
か
ふ
の
人
も
つ
れ

柿
園

４
．
柿
園
評
閏
三
月
分

催
主
山
竹
／
四
山
／
杜
逸

柱
刻
「
申
閏
三
月

七
（
～
八
）」

二
丁

巻
軸

ち
る
花
や
茶
の
間
に
す
わ
る
人
も
な
し

嵐
牛

こ
ぼ
す
と
も
見
ゆ
る
田
植
の
手
も
と
哉

５
．
柿
園
評
月
並
卯
月
分

催
主
四
山
／
山
竹
／
杜
逸

柱
刻
「
申
四
月

十
（
～
十
一
）」

二
丁

巻
軸

輪
蔵
や
女
の
声
の
わ
か
ば
も
る

柿
園

よ
い
風
の
草
樹
に
吹
て
夏
の
月

６
．
柿
園
評
月
並
六
月
分

催
主
山
竹
／
杜
逸
／
四
山

柱
刻
「
庚
申
六
月

十
三
（
～
十
四
）」

二
丁

巻
軸

今
朝
は
は
や
ち
り
に
掃
か
れ
て
火
と
り
む
し

嵐
牛

７
．
藤
輪
居
士
初
盆
会
奉
灯
句
合

企
画
欣
露
／
為
政
／
素
涼

早
苗
庵
知
碩
評
・
晴
岡
居
貫
一
評

柱
刻
な
し

半
丁

巻
軸

み
そ
は
ぎ
や
余
所
の
袂
も
し
め
り
勝

知
碩

晴
岡
居
貫
一
評

半
丁

巻
軸

蓮
の
実
の
飛
日
は
定
め
な
か
り
け
り

貫
一

８
．
福
田
観
音
開
帳
中
奉
灯

企
福
田
此
君
園
裡
社
中

柿
園
嵐
牛
先
生
評

半
丁

巻
軸

ひ
や

く
と
稲
妻
う
け
る
湯
肌
か
な

嵐
牛

開
帳
中
奉
灯

柱
刻
「
安
政
六
年
未
秋
発
起
」

此
君
園
晴
笠
評

半
丁

巻
軸

客
の
ゐ
る
う
ち
に
と
お
も
ふ
ひ
と
葉
か
な

晴
笠

９
．
柿
園
評
月
並
十
一
月
分

催
主
不
記

柱
刻
「
未
十
一
月

廿
七
（
～
廿
八
）」

二
丁

巻
軸

臥
竹
に
な
ほ
ふ
る
雪
や
日
ぐ
れ
方

嵐
牛

起
出
る
や
火
も
出
来
ゆ
き
も
降
さ
た
に

の
十
六
丁
で
、
欠
丁
の
「
九
」
は
「
四
季
句
合
」
、「
十
二
」
は
「
五
月
分
」
、「
十
五
（
～
廿
六
）」

の
六
ヶ
月
分
は
投
句
し
な
か
っ
た
た
め
の
欠
丁
か
。
８
は
②
に
も
含
ま
れ
る
。
芦
洲
の
句
は
、
１

・
２
・
９
の
三
ヶ
月
分
に
、

出
ふ
ね
ま
つ
ひ
ざ
を
並
て
寒
哉

長
ミ
ソ

芦
洲

な
ど
三
句
が
収
め
ら
れ
る
。
欠
丁
が
惜
し
ま
れ
る
が
、「
柿
園
評
月
並
」
伝
本
の
空
白
を
埋
め
、
貴

重
で
あ
る
。
（
「
未
」
は
安
政
六
年
、
「
庚
申
」
は
安
政
七
年
＝
万
延
元
年
）
。
７
と
８
も
四
天
王
の

内
の
三
名
が
評
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
で
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
、
そ
れ
と

同
時
に
「
柿
園
評
月
並
」
に
も
、

１
．
ふ
ぐ
ゝ
は
ぬ
誓
ひ
も
を
か
し
叔
母
の
前

中
ノ

ち
せ
き

２
．
庵
の
留
主
と
へ
ば
う
ぐ
ひ
す
だ
ま
り
け
り

貫
一

な
ど
の
句
を
投
じ
、
嵐
牛
の
指
導
下
、
精
進
を
怠
っ
て
い
な
い
。

他
に
注
目
す
べ
き
は
鳴
滝
（
掛
川
市
成
滝
）
の
里
格
で
、
１
で
は
「
地
十
四
点

」、
６
で
は
「
天
十

六
点

」
の
好
成
績
を
挙
げ
て
い
る
。
調
べ
て
み
る
と
、
里
格
は
天
保
初
期
か
ら
相
良
の
蘭
英
（
少
風
）

や
金
谷
の
曙
山
ら
と
と
も
に
江
戸
の
雪
門
に
属
し
、
月
並
句
合
や
旦
暮
帖
（
歳
旦
・
春
興
帖
）
の

常
連
と
な
っ
て
い
た
が
、
雪
中
庵
六
世
の
椎
陰
が
長
期
に
亘
っ
て
西
国
を
行
脚
、
金
銭
上
の
ト
ラ

す
い
い
ん

ブ
ル
を
惹
起
し
た
た
め
、
嘉
永
頃
に
は
雪
門
を
離
れ
（
岩
崎
鐵
志
「
遠
江
の
雪
中
庵
社
中

」『
遠

(3)

江
』

号
参
照
）、
や
が
て
曙
山
や
少
風
が
鬼
籍
に
入
る
と
、
も
っ
ぱ
ら
「
柿
園
評
月
並
」
を
発
表

15

の
場
と
す
る
。
入
門
し
た
り
、
柿
園
門
の
年
次
集
『
そ
の
ま
ま
』
に
参
加
す
る
親
昵
さ
は
な
か
っ

た
が
、
嵐
牛
の
懇
篤
・
的
確
な
選
評
を
信
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
該
本
の
「
揮
毫
之
部
」（
六
点
）

に
は
、

１
．
す
ゝ
の
竹
く
れ
て
受
あ
ふ
日
和
哉

里
か
く

５
．
山
み
ち
や
ふ
い
と
す
ゞ
し
き
ま
が
り
角

〃

な
ど
が
採
ら
れ
て
い
る
。

(

嵐
牛
友
の
会
・
顧
問)



柿
園
友
垣
抄
（
十
三
）

─
清
民
の
嵐
牛
詠
藻
評

─
加
藤

定
彦

『
柿
園
嵐
牛
俳
諧
資
料
集
』
を
刊
行
出
来
た
が
、「
書
簡
の
部
」
に
収
録
し
得
た
受
信
書
簡
は
他

所
に
遺
存
す
る
四
通
に
終
わ
っ
た
。
発
信
書
簡
の
三
十
通
に
比
べ
、
い
か
に
も
淋
し
い
収
録
数
で

あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
伊
藤
館
長
か
ら
嵐
牛
宛
の
書
簡
類
が
出
て
来
た
と
の
連
絡
が
入
っ

た
。
倉
島
利
仁
が
早
速
撮
影
に
駆
け
付
け
、
写
真
デ
ー
タ
を
送
っ
て
呉
れ
た
。
そ
の
内
、
俳
諧
関

係
十
七
通
を
翻
刻
し
、
解
題
と
略
注
を
付
し
、『
東
海
近
世
』

号
に
投
稿
し
た
。
幸
い
、
資
料
集

26

の
補
遺
と
し
て
掲
載
し
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。
十
七
通
の
中
に
は
資
料
集
に
収
め
ら
れ
る
作
品

や
作
者
と
関
連
す
る
も
の
が
何
通
か
含
ま
れ
、
大
い
に
参
考
と
な
る
。
資
料
集
を
閲
読
さ
れ
る
際

に
は
是
非
併
読
頂
き
た
い
。

な
お
、
翻
刻
で
は
ス
ペ
ー
ス
が
な
か
っ
た
の
で
、
以
下
に
紙
幅
を
割
き
、「
六
、
清
民
筆
嵐
牛
詠

藻
評
」
の
主
要
部
を
紹
介
し
つ
つ
、
当
時
の
嵐
牛
評
価
が
い
か
に
高
か
っ
た
か
を
伝
え
た
い
。

因
み
に
評
者
の
清
民
は
須
賀
川
の
人
。
女
流
俳
人
と
し
て
全
国
俳
壇
に
名
を
馳
せ
た
市
川
多
代

女
の
先
輩
格
で
、
俗
名
は
山
辺
頼
之
。
別
号
、
観
山
居
。
慶
応
三
年
十
二
月
九
日
没
。
享
年
七
十

五
。清

民
評
で
は
詠
藻
の
引
用
は
す
べ
て
略
記
さ
れ
て
い
て
、
調
べ
て
み
る
と
、
多
く
は
嵐
牛
著
『
句

集
草
稿
二
編
』
に
見
え
、
完
全
な
句
形
を
括
弧
内
に
太
字
で
記
し
た
。
年
次
が
判
る
も
の
は
す
べ

て
文
久
元
年
（1

8
6
1

）
の
も
の
な
の
で
、
詠
藻
を
清
民
に
送
っ
た
の
も
そ
の
頃
で
あ
ろ
う
─
以
下
、

引
用
の
句
頭
に
は
「
○
」
を
付
し
、
加
藤
が
解
説
し
て
い
る
部
分
に
は
「
▽
」
を
付
し
た
─
。

▽
ま
ず
前
置
き
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

玉
の
思
藻
几
上
の
塵
を
払
、
見
る
度
精
神
爽
ニ
気

朗

也
。
一
章
も
凡
な
る
は
な
し
。
そ
が

ほ
が
ら
か

中
ニ
あ
や
し
き
ま
で
た
へ
な
る
も
の
、
不
才
、
筆
の
立
途
を
し
ら
ず
。
只
、
心
裏
こ
れ
を
よ

た
て

ど

ミ
（
嘉
）
す
の
ミ
。
さ
れ
ど
懇
交
、
口
を
鉗
（
と
ざ
）
す
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
我
好
む
所
を

か
ん

も
て
引
か
た
に
甲
乙
を
以
て
す
。

▽
皆
素
晴
ら
し
い
句
で
、
不
才
の
身
と
し
て
は
誉
め
る
の
み
だ
が
、
親
交
上
、
黙
っ
て
い
る
訳
に

も
行
か
ず
、
敢
え
て
好
み
の
点
か
ら
品
評
さ
せ
て
も
ら
う
と
最
初
に
断
り
、
以
下
、
評
を
読
み
進

め
る
と
、
こ
う
し
た
評
言
が
在
り
来
た
り
の
社
交
辞
令
で
は
な
い
こ
と
が
諒
解
さ
れ
る
。

○
影
移
る
二
階
の
人
（
か
げ
う
つ
る
二
階
の
人
や
か
き
つ
ば
た
）

燕
子
花
の
麗
艶
な
る
、
動
も
す
れ
バ
美
し
過
る
に
陥
る
。
古
哲
も
舌
を
捲
べ
し
。

や
や

花
や
か
に
閑
に
寂
て
、
姿
情
残
る
処
な
く
、
実
地
の
実
を
尽
し
、
あ
つ
さ
り
さ
ら

く
と
し

さ
び

て
、
ま
こ
と
に
あ
や
し
き
ま
で
妙
な
る
作
と
い
ふ
べ
し
。
優
美
に
て
仇
な
ら
ず
、
至
れ
り
尽

せ
り
。

▽
手
放
し
の
絶
賛
だ
が
、
美
女
の
形
容
に
「
い
ず
れ
菖
蒲
か
燕
子
花
」
の
語
が
あ
る
よ
う
に
、「
燕

あ
や
め

か
き
つ
ば
た

子
花
」
か
ら
「
二
階
の
人
」
を
妙
齢
の
美
女
と
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
し
か
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
は
描
か

ず
「
影
」
と
し
た
の
が
絶
妙
。「
花
や
か
に
閑
に
寂
て
」
と
評
す
る
所
以
で
あ
る
。
嵐
牛
作
品
に
は

ゆ
え
ん

珍
し
い
艶
冶
な
作
。

え
ん

や

○
今
朝
も
ま
た
夏
の
月
（
今
朝
も
ま
た
水
に
あ
る
な
り
夏
の
月
）

▽
自
信
作
ら
し
く
、
連
句
の
立
句
に
何
度
か
用
い
て
い
る
。
初
五
の
「
ま
た
」
は
清
濁
に
迷
う
と

た
て

く

こ
ろ
だ
が
、「
夏
の
月
」
の
本
意
・
本
情
は
清
涼
感
と
短
夜
に
あ
り
、
清
ん
で
読
む
の
が
よ
い
。

す

○
朝
雨
や
蚊
ふ
す
べ
（
朝
雨
や
蚊
ふ
す
べ
く
さ
き

漁

ま
ち
）

い
さ
り

▽
「
蚊
ふ
す
べ
」
は
「
蚊
遣
り
」
、
「
漁
ま
ち
」
は
「
漁
師
町
」
。
「
朝
雨
」
が
効
果
的
。
実
景
・
実

感
を
五
官
で
見
事
に
捉
え
た
作
。

○
落
着
た
並
ぶ
露
（
落
着
た
さ
ま
の
を
か
し
や
並
ぶ
つ
ゆ
）

沙
鴎
が
先
ニ
場
を
取
た
さ
ま
也
。
並
ぶ
露
と
い
ふ
句
ニ
一
層
佳
を
加
ふ
。
は
し
書
有
も
の
ハ
、

誠
（
に
）
神
ご
も
る
所
あ
る
歟
。
鴎
が
句
ハ
滑
稽
よ
り
姿
情
を
生
ず
。
君
が
句
ハ
実
事
よ
り

比
喩
し
て
産
出
す
。

○
草
の
戸
や
一
本
あ
る
も
（
く
さ
の
戸
や
一
本
あ
る
も
遅
ざ
く
ら
）

と
い
ふ
は
、
遅
と
い
ふ
字
ニ
勻
（
韻
）
の
付
事
も
妙
也
。

つ
く

右
の
句
々
彬

々
た
る
も
の
（
文
・
質
と
も
に
備
わ
り
）
、
作
ニ
斧
斤
（
推
敲
）
の
痕
な
し
。

ひ
ん
ぴ
ん

ふ

き
ん

あ
と

○
蚕
の
香
の
五
月
雨
（
蚕
の
香
の
ぬ
け
ぬ
ひ
と
間
や
五
月
雨
）

ま
ゆ

○
も
の
喰
た
鹿
の
子
（
物
く
う
た
口
に
袖
ひ
く
か
の
こ
哉
）

○
初
荷
か
ら
老
馬
（
初
荷
か
ら
尻
た
ゝ
か
る
ゝ
老
馬
か
な
）

此
余
、
四
十
余
章
ハ
世
人
の
及
所
ニ
ハ
無
レ

之
、
一
々
見
所
ハ
あ
れ
ど
、
君
が
句
ニ
し
て
ハ
砂

こ
れ
な
く

石
な
る
べ
し
。
さ
れ
ど
、
愚
が
眼
の
届
か
ぬ
所
ハ
論
の
外
也
。
愚
意
如
レ

斯
。（
下
略
）

か
く
の
ご
と
し

清

民

当
時
の
俳
人
番
付
で
は
二
人
は
ほ
ぼ
拮
抗
し
、
年
齢
は
清
民
が
五
歳
上
。
一
派
の
指
導
者
で
あ

り
な
が
ら
、
嵐
牛
は
五
、
六
十
句
に
も
及
ぶ
詠
藻
を
送
っ
て
批
評
を
仰
い
だ
。
そ
の
心
意
を
汲
み
、

清
民
も
等
閑
の
褒
辞
で
お
茶
を
濁
さ
ず
、
懇
篤
に
選
評
し
、
尾
張
の
先
人
沙
鴎
が
「
滑
稽
よ
り
姿

な
お
ざ
り

情
を
生
ず
る
」
作
者
だ
と
す
れ
ば
、
嵐
牛
は
「
実
事
よ
り
比
喩
し
て
産
み
出
す
」
作
者
だ
と
評
す

る
─
清
民
の
真
率
な
批
評
精
神
は
、
下
総
香
取
の
旭
斎
宛
書
簡
に
も
「
思
ふ
所
一
点
も
か
く
さ
ず

加
朱
致
候
也｣
と
表
明
さ
れ
て
い
る(

矢
羽
勝
幸
「
近
世
俳
人
書
簡
集

」『
く
ら
げ
』
平
成

・

）
。
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こ
う
し
た
親
密
な
文
通
も
や
が
て
終
止
符
が
打
た
れ
、
慶
応
四
年
正
月
四
日
、
江
戸
の
思
楽
か

ら
清
民
の
訃
報
が
届
く
。
嵐
牛
は
「
此
人
旧
知
己
、
近
き
頃
わ
き
て
親
し
き
文
音
有
し
を
、
あ
ゝ

あ
は
れ

く
」
と
日
記
に
慨
嘆
し
て
い
る
（
『
資
料
集
』3

0
8

ペ
ー
ジ
）。(

嵐
牛
友
の
会
・
顧
問)



『
柿
園
嵐
牛
俳
諧
資
料
集
』
ご
案
内

購
入
希
望
の
方
は
、
嵐
牛
友
の
会
会
長

伊
藤
鋼
一
郎
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

頒
布
価
格
は
一
部
五
〇
〇
〇
円
で
す
。

講
読
・
鑑
賞
の
会

今
後
の
予
定

第
十
八
回

十
一
月
十
八
日(

日)

会
場

嵐
牛
俳
諧
資
料
館
和
室

八
畳
＋
六
畳

時
間

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

内
容

寄
せ
書
き
帖
『
錦
木
』
鑑
賞

加
藤
定
彦
先
生
講
話
「
三
子
三
筆
詩
箋
の
里
帰
り
」

石
川
依
平
「
宇
津
の
山
越
」
講
読

ほ
か

第
十
九
回

五
月
十
九
日(

日)

会
場

嵐
牛
俳
諧
資
料
館
和
室

八
畳
＋
六
畳

時
間

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

内
容

石
川
依
平
「
宇
津
の
山
越
」
講
読

嵐
牛
連
句
講
読

ほ
か

※

友
の
会
に
対
す
る
ご
要
望
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

ま
た
、
友
の
会
会
員
の
方
、
そ
の
他
嵐
牛
繋
が
り
で
面
白
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

彩
り

鮮
や
か

ヒ
タ
キ
の
声

千
両
の
色
づ
き

今
年
は
冬
の
訪
れ
が
早
そ
う
で
す

平
成
三
〇
年
十
月
二
四
日

撮
影

事
務
局

伊
藤
英
子


